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テクトの View Tracker[3] を使用した。タイピ
ング課題の提示には、光沢ディスプレイ (21.5 イ
ンチ ) を使用した。被験者は、宮城教育大学の学
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を示したものである。多重比較の結果、
( A = B )  <  ( E = F )  <  D  <  G  <  H
（アルファベットは被験者の別を表す）









7 より被験者 C は、タッチタイピングを行ってい
る被験者 ( 被験者 G および H) と同程度の高い割
合で画面を見てタイプしていることがわかる。し
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